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　Hondaの経営を担う方を学校にお招きし、直接、学生へ熱く語って頂くトップセミナー。今年は1月24日（金）
に実施し、株式会社本田技術研究所 常務執行役員の松尾さんにご登壇頂き、「CASE時代に向けたHonda
の取り組み」についてお話し頂きました。
　自動車産業の現状と今後の見通し、取り巻く環境の変化についてお話し頂いた上で、Hondaの描いている未来とそ
の実現に向け必要となる技術について、中長期的な視点でお話し頂き、学生達は興味津 で々聞き入っていました。
　自動車産業は成熟産業でありながら、水素や電気など化石燃料に変わるエネルギーの活用、AIや自動運転
といった新技術の導入など、まだ変化する余地がある成長産業でもあります。
　これからその業界で活躍していく学生達。今回の講演が、その視野を広げるキッカケとなることを期待しています。

　3月6日（金）、校内にて令和元年度卒業式を執り行いました。例年、SAYAKAホールにて来賓や保護者
の方にもご列席頂く卒業式ですが、今年は新型コロナウイルス感染防止の為、校内にて学校関係者のみ
での実施となりました。
　卒業証書の授与や在学中の様々な取り組みの成果に対する各種表彰状の授与を行いました。五月女
校長からはお祝いの言葉と共に、社会人として第一歩を踏み出すにあたっての心構えを伝えました。仕事
への意味の持ち方でその後の成長は大きく変わることや、今では当たり前のモノ・サービスは誰かが生み出
したものであり、次は皆さんが自らの手で、学園で学んだ技術や知識を活かして新たなモノやサービスを生み
出す番であり期待しているとの式辞が送られました。
　その後、在校生を代表して自動車整備科の木下亮太君が送辞を、卒業生を代表して一級自動車整備研
究科の小野椋允君が、今までの感謝とこれからの社会人としての夢を答辞として述べて締めくくりました。
　卒業式後の謝恩パーティーも中止せざるを得ませんでしたが、式の後は食堂で仲間と共にお祝い弁当を
食べたり、先生と写真を撮ったりと、別れを惜しんでいました。
　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

TOPICS

ホンダ学園賛助会 企業セミナーを開催
　12月12日（木）、本校にて2021年3月に卒業を予定している
学生への就職イベントである「賛助会企業セミナー」を開催しま
した。当日は80社を超えるHonda関連の二輪・四輪販売会社
様、製造・開発会社様にご参加頂き、自ら選択した6社の採用
責任者の方から会社説明を聞くことが出来ました。
　学生は事前に興味のある会社の情報を調べて、質問を
準備して臨みました。限られた時間ではあるものの、それぞれ
の会社の特徴や違いを聞き比べし、自分の志望企業を検討
する重要な1日となったようです。夢の実現に向け、社会人と
しての第一歩を踏み出せるよう、頑張っていきましょう。

　10月24日（木）、後援会の保護者の皆様を対象とし
た鈴鹿製作所見学バスツアーを実施し、24名の方々に
ご参加いただきました。バスでの移動後、鈴鹿サーキット
内にある「そら・たべよ」で昼食です。旬の食材を使用した
約60種類のメニューが楽しめるランチビュッフェを楽しん
で頂いた後、鈴鹿製作所へ。
　鈴鹿製作所ではHonda主力車種であるFITをはじ
め、軽自動車のNシリーズやハイブリットカーを生産してい
ます。今回は、車体組立ラインや完成車検査工程など
の様子を見学しました。
　ご参加頂いた保護者の皆様、ありがとうございました。

EVENT
「Honda鈴鹿製作所見学バスツアー」を開催「Honda鈴鹿製作所見学バスツアー」を開催

緊張した面持ちの卒業生

晴れやかな着物に身を包んだ卒業生 思い出のマシンと記念撮影 お祝い弁当を仲間と食べる様子 仲の良い友人と記念撮影

積極的に質問をする学生熱心にメモを取る様子研究所役員の松尾さん

皆様で記念撮影

セミナーの様子

80社を超える企業様が参加採用責任者の方と直接話をする学生

Facebook公開中！！Facebook公開中！！
学園での日常生活や、学生の様子など
様々な記事を掲載しています。
学園での日常生活や、学生の様子など
様々な記事を掲載しています。

お願いします！！

TOPICS

トップセミナーを開催

五月女校長からお祝いの言葉

卒業証書授与の様子

自動車整備科　89名／自動車研究開発科　16名／一級自動車整備研究科　30名　　総数：135名令和元年度 卒業式 卒業生数

真剣な眼差しの卒業生

校内にて実施


